


　2017年7月2日午後3時から当教会聖

堂で建立50周年記念行事のひとつとして

出雲カトリック教会のオルガニスト・米山

麻美さんの演奏による「パイプオルガンコ

ンサート」が行われました。

　初めの挨拶に立った一場神父は「この不

安の時代を生きる私たちにとって音楽は、

この世界から心を上に向けさせ、祈りに導

いてくれます。共に音楽に耳を傾けながら

人々と喜びを分かち合い、祈り合いましょ

う」と話されました。曲目は、「聖母マリ

アの讃歌」やバッハ作曲「パッサカリア」

など約2時間にわたって、米山さんの美し

く荘厳な演奏を楽しむことができました。

　また前日の土曜学校ではミニコンサー

トの集いが開催され、子どもたちも音楽の

素晴らしさに触れることができました。

　コンサートの収益金279,500円は、全額

熊本地震復興支援として福岡司教区にお

送りしました。皆様のご協力に感謝いたし

ます。　　　 （50周年記念行事実行委員会）

　　　　　　　　国本静三神父からの手紙  「 河原町教会信徒の皆々さま 」 2017年7月12日

†主の平和　先日は身に余る厚情とお心遣い、そして過分なお祝いまでいただき、本当にありがと

うございました。おかげさまで幸せな記念日を迎えることができました。

　この50周年はわが司祭職再出発の日と捉え、その起点としたいと思っています。またこの50年目

に教皇フランシスコをいただくことはまことにうれしく、限りない幸せとかみしめています。

　それでは先ずは略儀ながら感謝を表させていただき、この暑さのなかですが、くれぐれもご健康に

は留意されますように。皆々さまのためにお祈りさせていただきます。感謝まで。　

高山右近をベースに「大切なものは何か」について考

えた。「命」より大切なものとして「信仰」を選んだ

右近を心から尊敬した。

右近は信仰のために命を捨てたが、生きてこその信仰

だと思うので、私なら棄教して生きて、神の愛を人々

に伝えることを選ぶかもしれない。

 7月号に掲載の「中高生のつどい&青年のつどい」は、

テーマが「よろこびを伝えよう」で、菅原友明神父の

指導で“右近の生き方”から信仰を考え学びました。

その報告の続きとして、参加者の「分かち合い」のま

とめが編集部に届きましたので、お読みください。

・

・

命より大切なものについて、自分で思いつかなかっ

たが、他の人の意見を聞いて考えることができた。

右近のように、命よりキリストを選ぶことができる

だろうかと考えた。

自分を犠牲にして生きていく右近の生き方に感動し

た。

命より大切なものは「居場所」だと思う。右近のよ

うに、死ぬまでキリスト教を信じたいと思う。

普段考えないことを考えることができた。自分のす

べてを捨てて、優先できることを見つけることがで

きたらいいなと思った。いろいろな意見を聞いて、

自分の命はなくなっても残るものがあると思った。

自分が思いつかないことを聞いたり、共感できたり

たくさんのことを学ぶことができた。

・

・

・

・

・

・

「分かち合い」の要点:まとめ
               (教育部：奥埜さと子)

カトリック河原町教会だより　2017 . 8(2)

新聖堂建立50周年記念パイプオルガンコンサートが行われました

洛東ブロック「中高生のつどい＆青年のつどい」の分かち合いから

一場神父の挨拶

オルガニスト 米山麻美さん

オルガンの音色に包まれる聴衆7.1 米山さんのお話を聴く子どもたち






